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12. 地域資源管理のためのマップデータベース構築とその汎用性

［要約］地域レベルでの種々の土地資源およびそれらの利用状況を地図情報としてデータベース

化し，土地荒廃の要因解析や地域計画等に活用できる汎用性を検討した。
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［背景・ねらい］

シリア東北部のアジズ山地周辺で，土地固有の資源（地形 ・土壌 ・植生等）および利用状況（放

牧・樹木伐採・耕作）を地図情報として調査収集・データベース化し，土地荒廃の危険度が高い農

耕限界乾燥地域での資源管理対策に活用しうる汎用性を検討する。

［研究の内容•特徴］

① 北アフリカ・西アジアの農耕限界地域の代表であるアジズ山地周辺地を選定し，踏査，空中写

真立体視判読，現地検証により基本資源図（地形学図・土壌図 ・植生図 ・土地荒廃現況図 ・基本

図）を作成した。

② 広域基礎・植生調査の結果をもとに飼料資源調査および灌木伐採調査を行い，

地理情報として収集した。

上記の基本資源図及び資源利用状況を GIS(地理情報システム）によりディジタル化しマップ

データベースを構築した。

資源利用状況を

③
 

④
 
従来のマ ッ プデータベースはリモートセンシ ング等による物理 • 生物的地図情報が主体であっ

たが，農業限界乾燥地域における土地荒廃の主要因と考えられる放牧・耕作・樹木伐採等の人為

作用を地図情報としーて取り入れることにより，種々の要因を総合的に解析することが可能となっ
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［成果の活用面・留意］

① 放牧，耕作，樹木伐採等人為作用が植生，土地荒廃に及ぼす影響を解明するための要因解析に

活用できる。

放牧地域等地図情報は農家固有のものであり， 農家によ っては禁牧地域も放牧しているので，

データの使用は研究目的にのみ限定する。
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［具体的データ］
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研究課題名：アフリカの乾燥・半乾燥地帯における草地の資源変動の解明と保全技術の開発

予算区分：国際プロ（草地保全）
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